










今日も妊娠中毒症(中毒症)の産科的意義は極めて重要であり,適切な対応により母・児への

影響を少しでも減少させることが必要である。 

以下,中毒症の栄養管理と薬物療法の再評価につき検討した昭和 59 年度の成績概要につき

報告する。 


